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「そのとき、イエスとでしたちは」ガリラヤをとおっていった。しかし、イエスはひとにきづかれるの

をこのまなかった。それはでしたちに「ひとのこは、ひとびとにひきわたされ、ころされる。ころさ

れて３っかめののちにふっかつする」といっておられるからである。でしたちはこのことばがわか

らなかったが、こわくてたずねられなかった。 

いっこうはカファルナウムにきた。いえについてから、イエスはでしたちに「とちゅうでなにをぎ

ろんしていたのか」とおたずねになった。かれらはだまっていた。とちゅうでだれがいちばんえら

いかとぎろんしあっていたからである。イエスがすわり、１２にんをよびよせていわれた。「いちば

んさきになりたいものは、すべてのひとのあとになり、すべてのひとにつかえるものになりなさ

い」そして、ひとりのこどものてをとってかれらのまんなかにたたせ、だきあげていわれた。「わ

たしのなのためにこのようなこどものひとりをうけいれるものは、わたしをうけいれるのであ

る。わたしをうけいれるものは、わたしではなく、わたしをおつかわしになったかたをうけいれる

のである。」 

せんしゅうのふくいんときょうのふくいんはイエスさまは、おなじこといっておられます。おぼ

えていますか。「じゅうじかでわたしたちのためにしんで、みっかめにふっかつすることでした

ね」しかしでしたちはそのことをきいてこわくなって、どんないみなのか、たずねるゆうきが

なかった。 

またでしたちは、みんなが１ばんえらくなりたいからはなしあっていてけんかになりそうにな

った。イエスさまはそのことをわかっていましたので、みんなをよびよせていわれた。「１ばん

なりたいひとは、すべてのひとのあとになり、つかえるものになりなさい。」またこのことをわ

からせるために、ひとりのこどものてをとってかれらのまんなにたたせだきあげました。 

イエスさまのじだいでは、こどもたちはかちのないものとしてあづかっていて、はんにんまえ

で、ひょうかがひくくて、よわくて、やくにたたないものでした。 

イエスさまは１ばんえらいひとは、こどもだといっていますので、でしたちはりかいできませ

んでした。そのうえに、イエスさまは「わたしのなのためにこのようなこどものひとりをうけい

れるものは、わたしをうけいれるものである」 でしたちは、ますますわからなくなって、びっ

くりしています。 

いまも、せかいじゅうでいたみをせおい、ふあんのなかで、くるしんでいるこどもたちがたく

さんいます。せんそうのため、じぶんのくにからにげて、いえも、たべものも、がっこうもぜん

ぶうしなって、まいにちふあんのなかですごしています。イエスさまはこのこどもたちのてを

とり、そのこどもたちのためにひとのこころをうごかして、あんしんしてすごせるように、ちか

らをそそいでいます。 



 

せかいのなかで、たくさんのこどものいのちが、なくなっています、こどもたちが、くるしんだ

りしていることをしっていますか。わたしたち、ひとりひとりがなにかすることができれば、そ

れがイエスさまをもっとちかくにかんじられるちかみちになるとおもいます。 

まず、じぶんのまわりにこまっているひとがいませんか、いれば、どうしますか。 

 

ぬりえ 

 

こどものひとりをうけいれるものは、わたしをうけいれるのである。 


